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1. は じ め に 

本 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー 経 営 に お いて は , 研究 開発 か ら , 人 材 の 確保 ・ 育 成 , 資金 
同 達 , 顧客 ・ 販 路 開 拓 等 , 様々 な 経営 課題 が 指摘 され て いる . 本 論文 で は , 顧客 ・ 販 路 開 
拓 に つい て , 日 本 , 英国 , 米国 の 大 学 発 ベン チャ ー を 対象 と し た 質問 表 調 査 を も と に , 国 
際 比 較 分 析 を 行う . その 上 で , 日 本 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー へ の イン プリ ケー ショ ン に つい て 
述べ る . 

大 学 発 ベン チャ ー の 定義 に つい て は , 先行 研究 に お いて , 様々 な 定義 が な され て い 
る . 経済 産業 省 (2005) は , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー に つい て 以下 の よう に 分 類 し て いる . 「1. 大 
学 や 大 学 関係 者 , 学生 が 保有 する 特許 を 基 に 起業 」「2. 特 許 以外 の 技術 ・ ビ ジネス 手法 を 
基 に 起業 」「3. そ の 他 」 す な わ ち ,「3-1. 創業 者 の 持つ ノウ ハウ を 事業 化す る た め に , 設立 
か ら $ 年 程度 以内 に 大 学 と 共同 研究 」「3-2. 既 存 の 事業 を 維持 ・ 発 展 を させ る た め に , 設立 
か ら $ 年 程度 以内 に 大 学 と 共同 研究 等 , また は , 技術 移転 」「3-3. 設立 か ら $ 年 程度 以内 
に 大 学 関連 の イン キュ ベー ショ ン 施 設 等 に 入居 し , 大 学 か ら 種々 の 支援 」「3-4. 大 学 で 学 
ん だ 内 容 を 基 に 創業 」「3-$. 大 学 で ベン チャ ー ビ ジ ネス 論 等 を 学び , その 一 環 と し て ビジ ネ 
スプ ラン を 作成 し 起業 を 決意 」「3-6. 大 学 の 技術 を 移転 する 事業 や , 大 学 の 技術 や ノウ ハ 
ウ を 事業 化す る た め の 資 金 を 提供 する 等 , 大 学 発 ベン チャ ー を 生み 出す た め の 事 業 」「3-7. 
取引 先 や 売上 の 大 半 を , 創業 者 の 出身 大 学 や 大 学 の 人 脈 に よる 紹介 に 依存 」 と 大 学 発 べ 
ンチ ャ ー に つい て 広義 の 定義 を 適応 し て いる . 

近藤 (2002) は , 大 学 発 ベン チャ ー に つい て , 大 学 か ら 経営 資源 の 基本 要素 で ある ヒ 
ト ・ モ ノ ( 技 術 ), カネ の いずれ か が 大 学 か ら 何 ら か の 形 で 供給 さん た ベン チャ ー 企 業 と 定義 
し て いる . その 上 で , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー に つい て ,「 大 学 の 教員 や 技術 系 職員 又は 学生 が 
ベン チャ ー 企 業 の 創立 者 に な る か 創立 に 深く 関与 し た 場合 (人 材 移転 型 )」「 大 学 に お ける 
研究 成果 又は 大 学 で 習得 し た 技術 に 基づい て 起業 され た 場合 (技術 移転 型 ) 」「 大 学 や 関 
連 の TLO (技術 移転 機関 ) が バ ベンチャー 企業 創立 に 際 し て 出資 又は 出資 の 幹 旋 を し た 場 
合 ( 出 资 型 ) 」 の 3 つの タイ プ を 指摘 し て いる . 

Smilor, Gibson and Dietrich(1990) は , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー の 定義 に つい て , 創業 者 
が , 大 学 教員 か , 職員 , 学生 で , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー を 設立 する た め に 大 学 を 去っ た か , ま 
た は , 大 学 に 在籍 の まま 設立 し た ケー ス で , 且 , 又は , 大 学内 で 技術 , 技術 ベー ス の アイ 
ディ ア を ベー ス と し た 企業 と 指摘 し , ヒト , モノ (技術 ) に フォ ー カ ス し た 定義 を 提示 し て いる . 
ヒト , モノ (技術 ) を 重視 し た 定義 は , この 他 に も 見 られ る (Nicolaou and Birley,2003, 
Steffensen, E. Rogers and Speakman, 1999 他 ) . 

Robert (1991) は , 大 学 の 教員 , 学生 等 の 関係 者 が 創業 者 と し て 関与 し て いる 点 を 重 
視 し , 大 学 発 と 当該 ベン チャ ー の 人 的 関与 ,. すなわち ヒト を ベー ス と し て , 大 学 発 ベ ンチ ャ 
ー を 定義 し て いる . 

Wright, Clarysse, Mustar and Lockett (2007) は , 学術 機関 か ら 生 み 出 され た 知 的 財 
産 の ライ セン シン グ 及 び 譲 渡 に 依存 する ニュ ー ベ ンチ ャ ー」 と 定義 し て いる 他 , Shane 
(2004) も , 大 学 発 ベン チャ ー に つい て , 「 大 学 で 研究 開発 され た 何ら か の 知 的 財産 を 基盤 
と し て 創業 され た 新規 企業 」(Shane, 2004:4) と 定義 し て いる . Wright, Clarysse, Mustar 
and Lockett (2007) 及 び Shane (2004) の 指摘 する 知 的 財産 と は , 法律 等 に よっ て 保護 され 
た 知 的 財産 権 を 基盤 と し て 起業 し た 企業 を 念頭 と し て お り , 技術 , 特に 知 的 財産 権 に 限定 
的 な 定義 を 指摘 し て いる . 大 学 発 ベン チャ ー に つい て , モノ (技術 ) に フォ ー カ ス す る , す な 
わ ち 大 学 の 技術 を ベー ス と し た 企業 と する 定義 は , この 他 に も ある (Charles and Conway, 
2001, 山田 ,2006, 新藤 ,2003 他 ) 
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2. 研究 対象 
2.1. 調査 方 法 


本 に つい て は , 
医薬 経済 社 編 (2003) 等 


質問 票 調査 は , この 1298 社 【 

J 426 の 回 答 
か け て , 0 

mi 本 论 


OR 
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の 企業 一 覧 や WEB 公開 情報 を も と 
術 面 で 関係 が あり , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー と 想定 され る ベン チャ ー 


を 得 た (回 答 率 32.82%) . 


に お いて は , 大 学 発 ベン チャ ー に つい て , 「 大 学 で 6 
で の 知 的 財産 と は , 法 的 に 保護 され 


昭 企 業 」 と する . ここ 


本 半 導 


E 編 (2005), 日 


に 加え て , ソフ トウ ェ ア 等 , 法 的 に 


究 開 発 さ れ た 何ら か の 知 


は 保護 され て いな いも の の 


を 導入 し た ベン チャ ー 企 業 も 含む も の と す 


本 ベン チャ ー 協 会 編 (2006), 


に , 大 学 と の 間 に お いて 技 


企業 1298 社 を 抽出 し た . 


に 対し て , 郵送 で , 2008 年 4 月 


角 か ら 5 月 上 旬 に か け て 


ee , 電話 及び 電子 メー ル に 
本, この 内 


に は 保 


Incubation), 英 


質問 表 調 査 の 


回 答 し た 未 上 場 企業 234 入 


邹 送 后 ,5 月 上 旬 か ら 下 旬 
よる 材 促 及び フォ ロー アッ 


, 設立 後 10 年 以内 , 法 的 に 保護 され た 大 学 の 知 
i また , 法 的 | 
究 成 果 と し て の 「 技 術 」「 ノ ウ ハ ウ 」 を ベー ス と し た 事業 , 共同 
[技術 」「 ノ ウ ハ ウ 」 を 導入 し た と 


護 さ れ て いな いも の の 大 学 
究 等 の 機会 を 通じ て 
ト を 大 学 発 ベ ンチ ャ ー と 


国 サ イエ ンス パー ク 協 会 (The United Kingdom Science Park 
国 ビ ジネス ・ イ ン キ ュ ベ ーション (The United Kingdom Business 
国 大 学 学長 委員 会 (The Committee of Vice-Chancellors and Principals of 


the Universities of the United Kingdom Universities UK office) 等 の WEBB 公 開 情報 を も と 


に , 大 学 と の 間 に 
企業 851 神 
者 等 


下旬 か ら 12 月 下旬 に か け て 送付 し , 74 の 
1 月 中 旬 か ら 下 旬 に か け て , 回 


後 , 


お いて 技術 
上 を 抽出 し た . 抽出 に 当たっ て は , 英国 
へ の 問い 合わ せ を 行っ た . 


質 問 票 A 調 


督促 及び フォ ロー アッ プ 調 査 を 実施 し た 本 論 


護 さ れ た 大 学 の 知 的 財産 権 と し て の 特 許 を ペー ス と し た 事业 ， 


いな いも の の 大 学 の 研究 成 


の 機会 を 通じ て 大 学 の 「 技 術 」「 ノ ウ ハ ウ 」 を 導入 し た と 后 
分 析 の 対象 と し た *. 

に つい て は , 全米 の 大 学 , 政府 機関 , 
等 に よる 問い 合わ せ も と に , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー と 』 
出し た . 質問 票 調査 は , この 916 社 に 対し て , 郵送 で , 2006 


ベン チャ ー と 理解 し , 
米国 


電話 等 


印 で 関係 が あり , 大 学 発 ベ ンチ ャ ー と 想定 され る ベン チャ ー 
の 各 大 学 , 関連 サイ エン スパ ー ク の 管理 
査 は , この 831 社 に 対し て , 郵送 で , 2003 年 11 月 
回 答 を 得 た (回 答 率 8.6%). 質問 表 調 


査 の 郵送 


答 の な い 企 業 に 対し て は , 電話 及び 電子 メー ル に よる 
文 で は よ , この 内 。 設立 後 時 法 的 に 保 

また , 法 的 に は 保護 され て 

果 と し て の 「 技 術 」「 ノ ウ ハ ウ 」 を ベー ス と し た 事業 , 1 究 等 
答 し た 未 上 場 企業 41 社 を 大 学 発 


民間 イン キュ ベー タ 等 の WEB 公 開 情 報 , 
思わ れる ベン チャ ー 企 業 916 社 を 
年 10 月 に 送付 し , 2007 年 1 月 ま 


pn を 得 た (回 答 率 12%). 質問 表 調 査 の 郵送 後 , 回 答 の な い 企 業 に 対し て 
電話 及び 電子 メー ル に よる 衝 促 及び フォ ロー アッ プ 調 査 を 実施 し た . 本 論文 で は , 日 
4 英国 の 大 学 発 ベン チャ ー 対 象 企業 の 所 在 地 は , イン グラ ンド が 78.05%( 内 , ロ 


ンド ン 2.44%, サ ウス イー スト 9.76%, イ ー ス ト 831.719%%, サ ウス ウェ スト 12.20% 


ウェ スト ミッ ドラ ンド 7.82%, イー スト ミッ ドラ ンド 7.32%, 
ヨ ョ ヨークシャー 及び ノー スイ ー ス ト 0%)), 


7.8296 , 


スコ ッ 


ェ ー ル ズ が 2.44%, 北ア テイ ル ラ ンド が 2.44% で ある . 


ノー スワ ウェ スト 


トラ ンド が 17.07%, ウ 


米 英 共に My この 内 , 
を ベー ス と し た 


設立 後 10 年 以内 , 法 的 に 保 
事业 ， また , 法 的 に は 保護 され て いな いも の の 


術 」「 ノ ウ ハ ウ 」 を ベー ス と し た 事業 , 共同 


まき され た 


大 学 の 6 


完 等 の 機会 を 通じ て 大 学 の ! 技 有 


導入 し た , と 


回 答 し た 未 上 場 企業 56 視 


2.2. 対象 企業 の 特性 
2.2.1 業種 


| 


い . 


表 1 対象 企業 の 業種 


E を 大 学 発 ベ ンチ ャ ー と 正 


米 英 の 対象 企業 の 業種 は , 以下 の 表 1 の 通り で ある . 対象 企業 に お いて は , 米 
が , バイ オ 系 の 割合 が , か な り 高く な っ て いる が , 


学 の 知 的 財産 権 と し て の 特許 
究 成 果 と し て の 「 技 
」「 ノ ウ ハ ウ 」 を 


解 し , 分 析 の 対象 と し た . 


出 


日 英 米 共に , バイ オ 系 が 最も 割合 が 高 


本 英国 米国 
バイ オ 系 39.74 46.34 71.43 
IT 系 ハー ド 系 7.26 9.76 5.36 
ソフ ト 系 21.37 29.27 8.93 
その 他 素材 14.53 0.00 17.86 
機械 系 16.67 7.32 5.36 
環境 系 15.81 4.88 8.93 
エネ ルギー 系 8.97 2.44 7.14 
育 系 - 0.00 1.79 
その 他 10.26 14.63 14.29 
注 : 数 値 は パー セン ト . 対象 企業 数 は , 日 本 234, 英国 41, 米国 56. 複数 回 答 で ある こと か 
ら , 合計 の パー セン ト は 100 を 超え る . 
2.2.2 創業 時 と 現在 に お ける 成長 段階 
米 英 の 対象 企業 に お ける 創業 時 の 主力 製品 ・ サ ービス の 成長 段階 に つい て 比較 
し た 結果 は 以下 の 表 2 の 通り で ある . 質問 票 調 査 に お ける 選択 肢 は , 1. 研究 開発 の 初期 
段階 , 2. 研究 開発 途中 の 段階 , 3. 試作 品 を 完成 又は 試験 販売 中 , 4. 製品 化 に めど が 立 
っ た 段階 , 5. 製品 又は サー ビス と し て 販売 ( 単 年 度 赤字 ), 6. 製品 又は サー ビス と し て 販売 
( 単 年 度 黒字 だ が 累積 損失 あり ), 7. 製品 又は サー ビス と し て 販売 ( 単 年 度 黒字 で 累積 損 
失 な い ) の 7 段階 と し た 対象 企業 に お いて は , 日 本 が , 創業 時 , 現在 共に , 比較 的 , 成長 


と 続く . 


後期 で , 英 


5 成 


長 


段階 に つい て は , Maison and Harrison (1999) の 分 


上 類 を ベー ス と し た . 


表 2 創業 時 と 現在 に お ける 主力 製品 ・ サ ービス の 成長 段階 


創業 時 現在 
2.489 4.690 

日 

本 1.666 1.695 

本 2.474 4.079 

2 1.720 1.761 
1.660 3.760 
1.108 1.582 

注 : 数 値 は , 上 段 は , 平均 値 , 下段 は , 標準 偏差 . 対象 企業 数 は , 日 本 234, 英国 41, 米 

到 56. 


3. 大 学 発 ベ ンチ ャ ー の 顧客 

3.1. 現在 の 顧客 

英 米 の 対象 企業 に お ける 現在 の 顧客 に つい て 比較 し た 結果 は 以下 の 表 3 の 通り で 
ある . 質問 表 調査 の 選択 肢 は , 1. 大 企業 , 2. 中 小 企業 , 3. 一 般 消費 者 , 4. 大 学 , 5. 大 
学 以外 研究 機関 , 6. 国 自 治 体 と し た . 

本 は , 大 企業 が 最も 多く , 中 小 企业 , 大 学 と 続く . 英国 は , 大 企業 が 最も 多く , 中 小 


企業 , 消費 者 と 続く . 米国 は , 大 企業 が 最も 多く , 国 自治 体 , 中 小 企業 と 続く . 
表 3 現在 の 顧客 
大 企業 中 小 企業 一 般 大 学 大 学 以 外 。 国 自治 体 
消費 者 研究 機関 
本 1.675 1.453 1.184 1.432 1.261 1.209 
0.469 0.499 0.388 0.496 0.440 0.408 
英国 1.732 1.244 1.220 1.122 1.146 1.195 
0.449 0.435 0.419 0.331 0.358 0.401 
米国 1.357 1.143 1.089 1.089 1.054 1.161 
0.483 0.353 0.288 0.288 0.227 0.371 
注 : 数 値 は , 上 段 は , 平均 値 , 下段 は , 標準 偏差 . サン プル 数 は , 日 本 234, 英国 41, 米国 


$6. 平均 値 は , 現在 の 顧客 2、 現 在 の 顧客 で は な い 1 と し た 平均 値 


3.1. 将来 の 顧客 希望 

英 米 の 対象 企業 に お ける 将来 の 顧客 希望 に つい て 比較 し た 結果 は 以下 の 表 
り で ある . 日 本 は , 現在 の 顧客 と 同様 , 大 企業 が 最も 多く , 中 小 企業 , 大 学 と 続く . 
も , 現在 の 顧客 と 同様 に , 大 企業 が 最も 多く , 中 小 企業 及び 消費 者 が 続く . 米国 は , 大 
企業 が 最も 多く , 消費 者 , 中 小 企 業 と 続く . 
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表 4 将来 の 顧客 希望 


大 企業 ”中 小 企业 一 般 大 学 大 学 以 外 国 自治 体 
消费 者 研究 機関 

本 1.739 1.479 1.239 1.368 1.329 1.286 
0.440 0.501 0.428 0.483 0.471 0.453 
英国 1.854 1.268 1.268 1.098 1.098 1.244 
0.358 0.449 0.449 0.300 0.300 0.435 
米国 1.393 1.161 1.357 1.054 1.036 1.125 
0.493 0.371 0.483 0.227 0.187 0.334 

注 : 数値 は , 上 段 は , 平均 値 , 下段 は , 標準 偏差 . サン プル 数 は , 日 本 234, 英国 41, 米国 


56. 平均 値 は , 将来 の 顧客 希望 先 2、 将 来 の 顧客 希望 先 で は な い 1 と し た 平均 値 


3.2. 市 場 調査 の 実施 時 期 

米 英 の 対象 企業 に お ける 主力 製品 ・ サ ービス の 市 場 調査 実施 時 期 に つい て 比較 
し た 結果 は 以下 の 表 $ の 通り で ある . 選択 肢 は , 1. 研究 開発 の 初期 段階 , 2. 研究 開発 途 
の 段階 , 3. 試作 品 を 完成 又は 試験 販売 中 , 4. 製品 化 に めど が 立っ た 段階 , 5. 製品 
は サー ビス と し て 販売 ( 単 年 度 赤 字 ), 6. 製品 又は サー ビス と し て 販売 ( 単 年 度 黒字 だ が 累 
積 損 失 あ り ), 7. 製品 又は サー ビス と し て 販売 ( 単 年 度 黒字 で 累積 損失 な し ), 8. 特に 実施 
し て いな い , の 8 段階 と し た . 日 本 が 最も 実施 時 期 が 遅く , 英国 が 最も 早い 時 期 に 実施 し て 
いる と の 結果 と な っ た . 


表 5 主力 製品 ・ サ ービス の 市 場 調査 実施 時 期 


日 本 3.372 
2.470 
英国 1.658 
1.632 
米国 2.098 
2.147 


注 : 数 値 は , 上 段 は , 平均 値 , 下段 は , 標準 偏差 . 


4. お わり に 

大 学 発 ベ ンチ ャ ー の 顧客 に 関す る , 日 本 , 英国 , 米国 の 大 学 発 ベン チャ ー を 対象 と 
し た 質問 表 調 査 の 主 な 結果 は , 以下 の 通り で ある . 
・ 現在 の 顧客 に つい て は , 日 本 は , 大 企業 が 最も 多く , 中 小 企业 , 大 学 と 続く . 英国 は , 
大 企業 が 最も 多く , 中 小 企業 , 消費 者 と 続く . 米国 は , 大 企業 が 最も 多く , 国 自治 体 , 
中 小 企業 と 続く . 
将来 の 顧客 希望 に つい て は , 日 本 は , 現在 の 顧客 と 同様 , 大 企業 が 最も 多く , 中 小 企 
業 , 大 学 と 続く . 英国 も , 現在 の 顧客 と 同様 に , 大 企業 が 最も 多く , 中 小 企業 及び 消費 
者 が 続く . 米国 は , 大 企業 が 最も 多く , 消費 者 , 中 小 企業 と 続く . 
主力 製品 ・ サ ービス の 市 場 調査 実施 時 期 に つい て は , 日 本 が 最も 実施 時 期 が 遅く , 英 
国 が 最も 早い 時 期 に 実施 し て いる . 


今回 の 調査 結果 か ら は , 日 本 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ーー 顧客 と し て , 0 大 学 へ の 
依存 度 が , 英 米 よ り も 高く , 且 , 将来 的 に も 重視 し て いる こと が わか る . 米国 で は , 現在 の 顧 
客 と し て , 国 自治 体 が , 2 位 に 位置 し て いる が , 将来 的 の 顧客 希望 と し て , a 
位 と な っ て いる . また , 主力 製品 ・ サ ービス の 市 場 調査 実施 時 期 に つい て も , 日 本 は , 3 カ 
国 で は , 最も 実施 時 期 が 遅い と いう 結果 と な っ て いる 点 も 注目 され る . 
平沼 プ ラン に 代表 され る 日 本 の 大 学 発 ベ ンチ ャ ー 育成 政策 に よっ て , 日 本 の 大 学 発 
ベン チャ ー は , 数 的 に は , 英 米 と そん 色 な い レ ベル まで 達し て いる . その 一 方 で , 今回 の 調 
査 で 浮き 彫り と な っ た 大 学 へ の 依存 の 高 さ や , 市 場 調査 の 実施 時 期 の 遅 さ 等 は , 日 本 の 
大 学 発 ベ ンチ ャ ー の 経営 面 で の も う 一 段 の 質 的 向上 の 必要 性 を 示す も の と 理解 で きよ う . 
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